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目的 ① 多様な材料（農業生産物）に適用できる安価なDNA共通抽出法を考案する。
② その方法でDNAを抽出したものを分析用として使用できるのかを検証する。

方法

考察
〇シーケンス分析では、フォワード側とリバース側でシグナルの良否が
異なっていたことから、シーケンス分析段階の手技の問題だと考えられる。
〇自家調製の溶解バッファーを用いたDNA抽出法で落花生と大麦の
サンプルはPCRにかからなかったため、より安価な抽出液は、材料の
適用範囲を拡げるために、一層の工夫が必要であると考えられる。
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※〇…シグナルがはっきりと読み取れる
△…シグナルが弱く読み取りにくい
×…シグナルが読み取れない

シーケンス分析で得られた
エレクトロフェログラムの波
形の明瞭さを比較したところ、
同じDNA生成物を起点にし
ていても、フォワード側と
リバース側でシグナルの
良否が異なっていた（表１）。

全体の流れは以下の通り・・・

DNA抽出と測定
① 材料を米粒大に切り出す
② DNAを抽出精製する
③ DNA濃度、純度（260/280比）計測

PCRテンプレートとしての有効性
① DNA濃度調整
② PCR反応液調整
植物材料・・・rbcL、trnL-F プライマー
動物材料・・・COI、bird  プライマー

③ PCRの実施
④ アガロースゲル電気泳動による
増幅の確認

(表１)各種食物のシーケンス分析結果

（図２）自家調製した溶解
バッファーを用いてコシヒカ

リ・ジャガイモ・落花生・大
麦・キャベツから抽出した
DNAを用いたPCRの結果
rbcLプライマーを用いたものは、
左から、コシヒカリ・ジャガイモ・
落花生・大麦・キャベツ。

結果
ナスとトマトはrbcLプライマー、
鶏肉と鶏皮はCOIプライマーに
反応しなかったが、ナスとトマ
トはtrnLプライマーに、鶏肉と
鶏皮はBirdプライマーでDNA
増幅があった（図１）。

（図１）穀物５種類、豆類・堅果５種類、野菜
１１種類、肉４種類、魚４種類のPCR結果
rbcLプライマーを用いたものは、左から、ルーラー・大
麦・落花生・黒豆・マカダミアナッツ・カシューナッツ・ニ
ンジン・ジャガイモ・ブロッコリー・キャベツ・タマネギ・
アオネギ・ナス・トマト・ゴーヤ。
COIプライマーを用いたものは、左から、ルーラー・豚
身・豚脂・ウィンナー・鶏肉・鶏皮・鮭・ムキエビ・タラ。

自家調製の溶解バッ
ファーを用いたDNAサ
ンプルのPCR結果は、
落花生と大麦以外PCR
の増幅ができた （図２）。

分析用

DNA
多様な材料に
適用できる抽出法

植物

動物

菌類
DNA鑑定

従来は、材料によって
抽出方法が異なる

・起点となる抽出試薬には、市販の動物・細菌用
のBIOSERCHTE CHNOLOGIES社の
QuickExtract™DNAExtraction Solutionを使用した。
・市販の抽出試薬に代わり、自家調整した溶解
バッファー（１００ｍMTris-HCI(9.5 ),1M KCl,10mM 
EDTA)を用いていくつかの植物サンプルからDNA
抽出とPCR分析を試みた。

資材が不要である取り扱い
が簡易なDNA抽出液

不溶組織の遠心分離

多くの植物材料を
含む農水産物から
のPCR分析用DNA
抽出精製が実現

有機溶剤などの危険な試薬やカラムなど

DNAのエタノール沈殿による精製

材料
＜穀物＞
精白米（マツリバレ、ヒトメボレ、モチミノリ、コシヒカリ、アキタ
コマチ）・押し麦・トウモロコシ粒・もち黒米・大麦

＜豆類・堅果＞
落花生・黒豆・マカダミアナッツ・カシューナッ
ツ・クルミ

＜野菜＞
ニンジン・ジャガイモ・ブロッコリー・キャベツ・
ダイコン・シイタケ・タマネギ・ナス・トマト・青ネ
ギ・ゴーヤ

＜肉類＞
豚肉・ウインナー・鶏肉・鶏皮

＜魚類＞
鮭・小エビ（干しエビ）・中ムキエビ・タラ

考案したDNA抽出・調整手順の詳細
＜DNA抽出段階＞
・動物組織・細菌等用の市販DNA抽出
試薬２００μLと米粒大の抽出サンプル片を

マイクロチューブに入れる。

・ミキサーを用いて３分間振盪する。

・ブロックインキュベータを用い、
６８℃５分、９８℃２分加熱後、氷冷する。

＜遠心分離による不溶性成分除去＞
微量高速遠心分離機を用い、常温、

１４０００rpmで５分間遠心する。

・上清をマイクロチューブに分取する。

＜エタノール沈殿によるDNA精製
分離段階＞
・上清に１０％量の３M酢酸Naと２.５倍量の
１００％エタノールを入れる。

・混和後１５分室温静置する。

・常温１４０００rpmで５分間遠心し

た後、上清をマイクロピペットで除
去する。

・５００μLの７０％エチルアルコー

ルを入れ、同様に遠心分離後、ア
ルコールを除去し、遠心エバポ
レータを用い１０分間ドライアップ

する。

＜DNA濃度測定＞
・得られたDNAを２０μLのTEに
溶解する。

・紫外可視分光光度計にかけDNA

濃度と２６０/２８０比を計測した。

・DNA濃度を１０ng/μLに調整し、

PCRテンプレートとした。

全工程時間 約１時間

rbcLプライマー COIプライマー

rbcLプライマー

農産物共通の分析用DNA抽出法の開発に成功

品種偽装・育成者権の侵害を
防ぐことに利用できる

今回、開発したのは・・・

ＤＮＡ抽出法 １回分の試薬の値段

約１６７０円
約２００円

約５０円

通常
市販品調整

自作調整


